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出典：教職課程コアカリキュラム　平成 29 年 11 月 17 日教職課程コアカリキュラムの在り方に
関する検討会　　p.11



























































































































































































































































































₁）教職課程コアカリキュラム　平成 29 年 11 月 17 日教職課程コアカリキュラムの在り
方に関する検討会
₂）本学で 2019 年度（6月 24 日～ 6月 28 日）に実施した「学修時間・学修行動調査」では、
高等学校 3年 9 月初旬平日の授業時間以外の勉強時間は、30 分以下の学生（短期大学








































　　１は評価 S18 名、₂は評価Ａ 29
名、3は評価Ｂ43名、4は評価C37名、




























₂．中央教育審議会（平成 24 年 8 月 28 日）「新たな未来を築くための大学教育の質的転
換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」文部科学省
₃．中央教育審議会（平成 26 年 12 月 22 日）「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について～すべての若
者が夢や目標を芽吹かせ、未来に花開かせるために～」文部科学省
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　本稿は、保育者養成課程の教員として、教職課程の必修科目「教育原理」を担
当し、どのようにしたら学生が主体的に授業に参加し教育内容を理解できるかを
模索し、試行錯誤してきた授業方法の改善の足跡を、中央教育審議会の答申（2012）
に明確化された定義にもとづき、近年推進されているアクティブラーニングの観
点から検討する試みである。
　実施してきた₈つの改善方法は、アクティブラーニングの導入につながるもの
であり、期待される効果も上げているといえる。アクティブラーニングの特徴の
一つは、一方的な講義形式とは異なる教授・学習法にあるとされている。しかし、
「教育原理」の教育内容の特性上、半期15回でコアカリキュラムの内容を学生が
学修するためには、的確に知識を伝達することが求められる。したがって「教育
原理」という教科には知識伝達型の講義形式も重要であり、アクティブラーニン
グは伝達された知識を学生が理解するために、講義法を補完する手段であると考
える。

